
令和6年度　組織マネジメントシート

部名： 建設部

■組織目標（今年度組織が目指す姿）

■組織の業務内容と果たすべき役割

■組織目標と計画等との関連（位置づけと意味づけ）

1

2

3

4

5

6

■自部署が関連する「とりで未来創造プラン2024」における重点事業

重点施策 重点事業

②快適な生活を支える都市機能の充実 道路改良・整備事業

②快適な生活を支える都市機能の充実 道路維持補修事業

②快適な生活を支える都市機能の充実 雨水排水対策事業

②快適な生活を支える都市機能の充実 公園維持管理事業

⑩市民と協働でつくる地域社会 市民との協働による公園整備事業

⑪安全安心な生活が送れるまちづくり 雨水排水対策事業

第六次取手市総合計画の将来都市像である「ぬくもりとやすらぎに満ち、共に活力を育むまち　
とりで」の実現に向け、誰もが安心して快適な生活を送れるよう、魅力的な市街地の形成に欠か
せない生活基盤となる道路や公園、排水施設等の整備を効率的に進めていく。

すべての人に便利でやさしい快適なまちづくりを実現するために、日常生活に直結する道路、公
園、排水施設等、社会基盤施設の整備を進める。
適切な維持管理は、未来への投資でもあるという視点も踏まえ、関係各機関と連携を密にし、必
要に応じて国の補助金等も効果的に活用しつつ、すべての市民が安全・安心かつ快適に利用でき
るように、施設整備や既存施設の維持管理に集中的・計画的に取り組んでいく。

①総合計画
　 基本構想

・都市と自然が調和した環境のまちづくり
・快適で、安心できるまちづくり

②とりで未来創造
   プラン2024

・快適な生活を支える都市機能の充実
・市民と協働でつくる地域社会
・安全安心な生活が送れるまちづくり

③個別計画

・取手市都市計画マスタープラン
・取手市地域防災計画
・取手市環境基本計画
・取手市緑の基本計画
・取手市都市公園施設長寿命化計画
・取手市国土強靱化地域計画
・取手地方広域下水道事業基本計画
・取手市移動円滑化基本構想
・取手市橋梁長寿命化修繕計画
・取手市横断歩道橋長寿命化修繕計画
・取手市舗装修繕計画



■今年度の重点事業（自部署の中で優先順位の高いもの）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業①
道路改良・整備事業

【ふれあい道路（市道0106号線）】
総合計画
重点施策

②快適な生活を支え
る都市機能の充実

取組とスケジュール

道路維持工事（１工区）

道路維持工事（２工区）

重点事業② 道路維持補修事業
総合計画
重点施策

②快適な生活を支え
る都市機能の充実

取組とスケジュール

道路長寿命化事業

米ノ井地区排水対策事業

橋りょう長寿命化事業

横断歩道橋長寿命化事業

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳細)

本路線は広域的な幹線道路であり、地域防災計画の中でも第二次緊急輸送道路
として位置付けられているが、近年戸頭地区の約1.5kmにおいて路線全体でク
ラックやわだち等が発生し舗装が著しく破損してきており、部分補修では対応
しきれないことから、令和6年度から工事を実施する。
円滑な通行を確保する為、道路表面のアスファルトの下の層（路盤）から改良
を行い、アスファルト舗装も2層～3層にするなど抜本的な整備を実施し、快適
で安全に通行できる道路整備を進める。
令和6年度工事予定区間約520ｍの年度内早期完成を目指す。

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳細)

道路利用者の安全と地域住民にとって快適で安心なまちづくりの推進を図るた
め、「道路長寿命化事業」「米ノ井地区排水対策事業」「橋りょう長寿命化事
業」等を展開し市道及び道路附属施設等の維持、補修など生活道路の改善を
行っていく。
・藤代南地区他3路線　舗装修繕工事
・米ノ井地区排水対策工事
・橋りょう長寿命化事業（橋りょう補修設計業務委託）
・横断歩道橋長寿命化事業（取手駅西口デッキ補修工事）

起工・契約

起工・契約

起工・契約

起工・契約

竣工

竣工

竣工

竣工

施工

施工

施工

施工

契約

契約



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業③ 下高井水砂雨水排水整備事業
総合計画
重点施策

②快適な生活を支え
る都市機能の充実

取組とスケジュール

関係機関協議

実施設計

重点事業④
市民と協働による公園整備事業
(都市公園施設長寿命化対策事業)

総合計画
重点施策

⑩市民と協働でつ
くる地域社会

取組とスケジュール

茨城県協議

工事

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳細)

当該地区では周辺農地の宅地化により慢性的な道路冠水が発生しているため、
冠水被害の緩和に向け、管路施設実施設計により新たな排水ルートや整備方針
の検討を行う。
将来的に市道に帰属予定となっている県道守谷・藤代線は、当該地区の雨水排
水と密接な関係があることから、関係課とは適宜連携を取り、事業の円滑な進
捗を図る。
事業費については、県からの一部費用負担の協力が得られるよう協議を行う。

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳細)

取手市都市公園施設長寿命化計画に基づき、経年劣化を含めた施設の状況から
判断し、更新等の優先度の高い遊具の更新及び修繕を令和7年3月末までに実施
する。
また、事業実施の際には地元自治会等と連携し、地域ニーズを反映して進めて
いく。

契約 委託期間 検査



令和6年度　組織マネジメントシート

部名： 建設部 課名：

■組織目標（今年度組織が目指す姿）

■組織の業務内容と果たすべき役割

■組織目標と計画等との関連（位置づけと意味づけ）

1

管理課

■自部署が関連する「とりで未来創造プラン2024」における重点事業

重点施策 重点事業

②快適な生活を支える都市機能の充実 道路維持補修事業

「とりで未来創造プラン2024」に掲げる将来都市像を実現するため、基本方針となる「快適で安心で
きるまちづくり」を推進する。

<組織の業務内容>
・道路の維持、補修等に関する市民ニーズに対応し、交通の利便性と住環境の維持・向上を図る。
・国土調査法に基づき、地籍調査を実施し地籍の明確化を図る。
・住宅に困窮する低所得者に対し、低家賃の公営住宅を提供することで、市民生活の安定を図る。
<果たすべき役割>
・道路の点検、補修、改修等により道路機能を保持すると共に、利用者の安全確保に努める。
・地籍調査により、土地の位置や形状、地番、地目、面積の明確化を図る。
・市営住宅の供給及び維持管理等を行い、社会福祉の増進を図る。

①総合計画
　 基本構想

・快適で、安心できるまちづくり

②とりで未来創造
   プラン2024

・快適な生活を支える都市機能の充実

③個別計画

・取手市都市計画マスタープラン
・取手市移動円滑化基本構想
・取手市地域防災計画
・取手市国土強靱化地域計画
・取手市公共施設等総合管理計画
・取手市橋梁長寿命化修繕計画
・取手市横断歩道橋長寿命化修繕計画
・取手市舗装修繕計画



■今年度の重点事業（自部署の中で優先順位の高いもの）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業① 道路維持補修事業
総合計画
重点施策

②快適な生活を支え
る都市機能の充実

取組とスケジュール

道路長寿命化事業

米ノ井地区排水対策事業

橋りょう長寿命化事業

横断歩道橋長寿命化事業

重点事業② 道路等管理事業
総合計画
重点施策

-

取組とスケジュール

橋梁定期点検

側溝清掃業務

街路樹管理業務

防犯灯維持管理

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

道路利用者の安全と地域住民にとって快適で安心なまちづくりの推進を図るため、「道
路長寿命化事業」「米ノ井地区排水対策事業」「橋りょう長寿命化事業」等を展開し市
道及び道路附属施設等の維持、補修など生活道路の改善を行っていく。
・藤代南地区他3路線　舗装修繕工事
・米ノ井地区排水対策工事
・橋りょう長寿命化事業（橋りょう補修設計業務委託）
・横断歩道橋長寿命化事業（取手駅西口デッキ補修工事）

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

市民の財産である道路・河川等を適正に管理することにより、信頼ある行政運営を図
る。
・道路施設の長寿命化を図るため、橋梁定期点検（20橋）を行う。
・安全な道路空間の確保のため、道路施設等（照明・側溝・街路樹など）の維持管理を
行う。
・道路用地の草刈りなどを行い、適正な維持管理を行う。

起工・契約

起工・契約

起工・契約

起工・契約

竣工

竣工

竣工

竣工

施工

施工

施工

施工

起工・契約

起工・契約

起工・契約

起工・契約

竣工

竣工

竣工

竣工

施工

施工

施工

施工



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

　起工

契約

重点事業③ 地籍調査事業
総合計画
重点施策

-

取組とスケジュール

白山Ⅲ地区

白山Ⅳ・本郷Ⅰ地区

本郷Ⅱ地区

重点事業④ 市営住宅管理運営事業
総合計画
重点施策

-

取組とスケジュール

新しい制度の導入検討

旧市営住宅用地移管手続き

毎月の未納者納付指導

市営住宅入居募集

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

地籍調査を行うことにより、土地の正しい位置、境界、地番、地目、面積の明確化を図
る。
・白山Ⅲ地区の地籍成果の認証請求・法務局送付を実施する。（面積：12ha）
・白山Ⅳ・本郷Ⅰ地区の地籍成果の閲覧を実施する。（面積：18ha）　 
・本郷Ⅱ地区の現地調査、地籍測量を実施する。（面積：13 ha）

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

住宅に困窮する低額所得者に対して、低廉な家賃の公営住宅を供給することにより、市
民生活の安定と社会福祉の増進を図る。
・民間アパートの借上や補助制度、セーフティーネット住宅制度等を活用することによ
る、新しい制度の導入の検討を進める。
・旧市営住宅用地を測量し売却に向け管財課へ移管する。
・毎月、未納者に対して納付指導等を行い、収納率を向上させる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・市営住宅を入居可能な状態へ整備ができ次第随時募集し、住宅困窮者に対し住宅を提
供していく。　　　　　　　　　　　　　　　

認証請求 認証・ 法務局送付 登記完了

起工・契約

起工・契約 現地調査 地籍測量

納品地籍図及び地籍簿の作成 閲覧

納品



令和6年度　組織マネジメントシート

部名： 建設部 課名：

■組織目標（今年度組織が目指す姿）

■組織の業務内容と果たすべき役割

■組織目標と計画等との関連（位置づけと意味づけ）

1

道路建設課

■自部署が関連する「とりで未来創造プラン2024」における重点事業

重点施策 重点事業

②快適な生活を支える都市機能の充実 道路改良・整備事業

「とりで未来創造プラン2024」に掲げる政策や重点施策の実現を図るため、基本方針となる「快適
で、安心できるまちづくり」を推進する。

都市計画道路、幹線道路及び市民生活に直結した地域の道路整備を行い、交通の利便性を図ることを目
的としている。
また、通学路交通安全対策プログラムに基づき、通学路危険箇所の整備を行い、地域住民と児童、生徒
の利便性を向上させ、安全で快適な通学空間を創るみちづくりを進める。

①総合計画
　 基本構想

・快適で、安心できるまちづくり

②とりで未来創造
   プラン2024

・快適な生活を支える都市機能の充実

③個別計画
・取手市都市計画マスタープラン
・取手市地域防災計画
・取手市移動円滑化基本構想



■今年度の重点事業（自部署の中で優先順位の高いもの）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業①
道路改良・整備事業

【ふれあい道路（市道0106号線）】
総合計画
重点施策

②快適な生活を支え
る都市機能の充実

取組とスケジュール

道路維持工事（１工区）

道路維持工事（２工区）

重点事業②
道路改良・整備事業

【井野台一丁目（市道4113号線他）】
総合計画
重点施策

②快適な生活を支え
る都市機能の充実

取組とスケジュール

道路改良工事

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

本路線は広域的な幹線道路であり、地域防災計画の中でも第二次緊急輸送道路として位
置付けられているが、近年戸頭地区の約1.5kmにおいて路線全体でクラックやわだち等
が発生し舗装が著しく破損してきており、部分補修では対応しきれないことから、令和
6年度から工事を実施する。
円滑な通行を確保する為、道路表面のアスファルトの下の層（路盤）から改良を行い、
アスファルト舗装も2層～3層にするなど抜本的な整備を実施し、快適で安全に通行で
きる道路整備を進める。
令和6年度工事予定区間約520ｍの年度内早期完成を目指す。

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

本路線は井野台地区から国道6号へ出るための主要道路となっており、交通量が非常に
多い路線となっているが、通学する生徒・児童と車両が急接近し非常に危険な状況であ
るため、令和5年度から区間毎に工事を実施している。
側溝の入れ替えや道路表面のアスファルトの下の層（路盤）から改良を行い、路側帯の
カラー化や路面標示により、ドライバーに視覚的に認識してもらえるよう抜本的な整備
を実施し、快適で安全に通行できる通学路整備を進める。
令和6年度工事予定区間約270ｍの年度内早期完成を目指す。

契約

契約

契約



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業③
道路改良・整備事業

【3・５・２３号北敷・沼附線に要する経費】
総合計画
重点施策

②快適な生活を支え
る都市機能の充実

取組とスケジュール

用地交渉

道路改良工事

重点事業④
道路改良・整備事業

【井野団地外周道路（市道0115号線他）】
総合計画
重点施策

②快適な生活を支え
る都市機能の充実

取組とスケジュール

道路改良工事

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

本路線は茨城県事業である北浦川緑地整備と一体的に整備を進めている路線であり、近
隣からのアクセス利用が見込まれている路線となっている。
令和元年4月には北浦川緑地内に人工芝サッカーグランドが供用開始され、本路線の整
備が完了できれば、より一層の利便性の向上が図られること、また藤代南中学校の通学
路としても安全が確保されることから早急に整備を進める。
令和6年度は、未買収となっている用地を買収し、早急に道路用地の軟弱地盤対策工事
に着手することを目標とする。

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

本路線は路線バスが走行しているが、既存の道路は大型バスの頻繁な通行に耐えうる構
造になっていないことから、舗装が著しく破損してきており、令和3年度から区間毎に
工事を実施している。
円滑な通行を確保する為、道路表面のアスファルトの下の層（路盤）から改良を行い、
抜本的な整備を実施し、快適で安全に通行できる道路整備を進める。
令和6年度工事予定区間約250ｍの年度内早期完成を目指す。

契約

契約



令和6年度　組織マネジメントシート

部名： 建設部 課名：

■組織目標（今年度組織が目指す姿）

■組織の業務内容と果たすべき役割

■組織目標と計画等との関連（位置づけと意味づけ）

1

2

排水対策課

■自部署が関連する「とりで未来創造プラン2024」における重点事業

重点施策 重点事業

②快適な生活を支える都市機能の充実 雨水排水対策事業

⑪安全安心な生活が送れるまちづくり 雨水排水対策事業

「とりで未来創造プラン2024」に掲げる政策や重点施策が着実に遂行されるよう、将来都市像の「ぬ
くもりとやすらぎに満ち、共に活力を育むまち　とりで」の実現のため「快適な生活を支える都市機能
の充実」、「安全安心な生活が送れるまちづくり」を推進する。

誰もが安全安心な生活が送れるまちづくりを目指し、排水路・調整池などの清掃や雨水排水ポンプ施設
の点検・修繕を行い、適正な施設の維持管理に努める。
また、これまでの浸水・冠水被害の緩和を目的とした雨水排水施設の整備を進めることで、快適な生活
を支える都市機能の充実を図る。

①総合計画
　 基本構想

・快適で、安心できるまちづくり

②とりで未来創造
   プラン2024

・快適な生活を支える都市機能の充実
・安全安心な生活が送れるまちづくり

③個別計画
・取手地方広域下水道事業基本計画
・取手市地域防災計画
・取手市国土強靱化地域計画



■今年度の重点事業（自部署の中で優先順位の高いもの）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業① 下高井水砂雨水排水整備事業
総合計画
重点施策

②快適な生活を支え
る都市機能の充実

取組とスケジュール

関係機関協議

実施設計

重点事業②
樋管維持管理事業

（添排水機場自家発電機等改修）
総合計画
重点施策

⑪安全安心な生活が
送れるまちづくり

取組とスケジュール

工事

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

当該地区では周辺農地の宅地化により慢性的な道路冠水が発生しているため、冠水被害
の緩和に向け、管路施設実施設計により新たな排水ルートや整備方針の検討を行う。
将来的に市道に帰属予定となっている県道守谷・藤代線は、当該地区の雨水排水と密接
な関係があることから、関係課とは適宜連携を取り、事業の円滑な進捗を図る。
事業費については、県からの一部費用負担の協力が得られるよう協議を行う。

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

河川増水時に内水排除を行うため、排水機場の排水ポンプを稼働させ排水作業を行って
きたが、動力源となる自家発電機及び制御盤等が老朽化してきたため機器の更新を行
う。

契約 工事期間 検査

契約 委託期間 検



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業③ 藤代地区雨水排水整備事業
総合計画
重点施策

②快適な生活を支え
る都市機能の充実

取組とスケジュール

工事説明会

家屋事前調査

工事

重点事業④ 排水路維持管理事業
総合計画
重点施策

⑪安全安心な生活が
送れるまちづくり

取組とスケジュール

施設点検

維持管理

清掃

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

藤代地区（小林住宅）の道路冠水被害緩和のため、令和5年度発注の実施設計に基づく
年次計画により、延長約45メートル区間の側溝の入れ替えを行う。

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

排水路・調整池の清掃及び雨水排水ポンプ施設の点検・修繕により、施設の適正な維持
管理を実施する。

説明会開催

契約 調査

契約 工事期間 検査

検査

点検・修繕

除草・雑木伐採

排水路・調整池清掃



令和6年度　組織マネジメントシート

部名： 建設部 課名：

■組織目標（今年度組織が目指す姿）

■組織の業務内容と果たすべき役割

■組織目標と計画等との関連（位置づけと意味づけ）

1

2

水とみどりの課

■自部署が関連する「とりで未来創造プラン2024」における重点事業

重点施策 重点事業

②快適な生活を支える都市機能の充実 公園維持管理事業

⑩市民と協働でつくる地域社会 市民との協働による公園整備事業

「とりで未来創造プラン2024」に掲げる政策や重点施策が着実に遂行されるよう、将来都市像の「ぬ
くもりとやすらぎに満ち、共に活力を育むまち　とりで」の実現のため「快適な生活を支える都市機能
の充実」、「市民と協働でつくる地域社会」を推進する。

・公園の維持管理を適宜実施することで、安全・安心かつ快適に利用できるように取り組む。
・緑化推進事業を積極的に実施することで、市民の緑化活動への参加を促進し緑育活動の推進を図る。
・小堀の渡し運航事業を実施することで、利根川を挟んだ両岸を一体的自然空間として活用し、観光船
(渡船)として利用促進を図る。

①総合計画
　 基本構想

・都市と自然が調和した環境のまちづくり
・快適で、安心できるまちづくり

②とりで未来創造
   プラン2024

・快適な生活を支える都市機能の充実
・市民と協働でつくる地域社会

③個別計画

・取手市都市計画マスタープラン
・取手市地域防災計画
・取手市環境基本計画
・取手市緑の基本計画
・取手市都市公園施設長寿命化計画
・取手市国土強靱化地域計画



■今年度の重点事業（自部署の中で優先順位の高いもの）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業①
市民と協働による公園整備事業
(都市公園施設長寿命化対策事業)

総合計画
重点施策

⑩市民と協働でつく
る地域社会

取組とスケジュール

茨城県協議

工事

重点事業②
公園維持管理事業
(遊具及び樹木の点検)

総合計画
重点施策

②快適な生活を支え
る都市機能の充実

取組とスケジュール

専門技術者点検

施設管理者点検

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

取手市都市公園施設長寿命化計画に基づき、経年劣化を含めた施設の状況から判断し、
更新等の優先度の高い遊具の更新及び修繕を令和7年3月末までに実施する。
また、事業実施の際には地元自治会等と連携し、地域ニーズを反映して進めていく。

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

遊具の破損や枯木の倒木による事故を未然に防ぐため、令和7年3月末までに専門技術
者による遊具の点検を1回、施設管理者による遊具、施設及び樹木の安全点検を2回実
施する。点検結果を受け、軽微なものについては現場職員等で対応し、大規模なものに
ついては予算化し、専門業者による対応をしていく。



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

重点事業③ 緑化推進事業
総合計画
重点施策

-

取組とスケジュール

取手ガーデンロード花いっぱい事業

緑化ボランティア団体との連
携事業（10団体）

重点事業④ 小堀の渡し運航事業
総合計画
重点施策

-

取組とスケジュール

体験乗船

小堀の渡しミニツアー

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

市民の緑化意識の向上と市域の緑化推進を図るため、取手市緑化推進委員会と連携し
て、こども天国、鯉のぼりプロジェクトin岡堰等のイベントや、市内の小中学校及び企
業等において「緑の募金」活動を実施する。集まった募金は市内各小中学校に交付し、
児童及び生徒による緑化活動を支援する。
また、取手緑地運動公園内小堀の渡し船着場付近の花壇を活用して「取手ガーデンロー
ド花いっぱい事業」等の緑化推進事業を展開する。
そのほか、市内の緑育活動の活性化を図るため、緑化ボランティア団体の活動を支援す
るとともに連携して事業を実施する。

緑の募金事業

取組の内容
(業務内容、達成基準等の詳

細)

年間を通して観光船として小堀の渡しを運航する。
小堀の渡しの歴史的な由来や小堀河岸跡（古利根沼）、高瀬舟模型（小堀集会所）、水
神社等を案内する「小堀の渡しミニツアー」を毎週、月・火・木・金曜日に実施するこ
とで、観光船として情報発信を図っていく。
また、取手緑地運動公園で行われる各種イベント（こども天国・産業まつり）の来場者
へPRするため、無料体験乗船を令和7年3月末までに2回実施する。

ポピー刈取・種まき コスモス刈取・種まき

各学校へ募金交付

学校募金・街頭募金・企業募金・職場募金

学校緑化事業

年間を通してボランティア団体と連携し、花の種や資材の提供を行う


